
5月11日平成20年（2008年） 第1486号

発行  　府中市　  編集  政策総務部広報課
●〒183－8703（個別郵便番号）　府中市宮西町2の24
●代表電話　042－364－4111　●FAX　042－366－1457
●ホームページ　http://www.city.fuchu.tokyo.jp/

府中市は、環境の国際規格ISO14001を取得しています
JQA-EM2175 環境にやさしいまち※「広報ふちゅう」は、毎月１日・11日・21日発行です。

主
な
記
事

２面…第二期子ども読書活動推進計画の案
３面…各課・各施設の直通電話・FAX番号一覧
６面…府中市美術館企画展「ゆかいな木版画」

○世帯数   114,194（948増）   ○人口   男124,637（569増）  女120,395（416増）  計245,032（985増）  うち外国人登録数4,356　（平成20年４月１日現在、（　）は前月比）
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宝
暦
10
年（
１
７
６
０
年
）川
崎

平
右
衛
門
は
、美
濃
本
田
代
官
の
任

を
解
か
れ
、宝
暦
12
年
よ
り
５
年

間
、石
見
国
大
森
の
銀
山
代
官
の
任

務
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
森
銀
山
は
昨
年
、世
界
遺
産
に

指
定
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
、あ
の
石

見
銀
山
の
こ
と
で
、大
永
６
年（
１

５
２
６
年
）ご
ろ
、博
多
の
商
人
、神か

み

屋や

寿じ
ゅ

禎て
い

に
よ
り
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

寿
禎
が
銀
の
精
錬
に
灰
吹
法
を
導

入
し
て
、銀
の
大
量
生
産
を
可
能
に

し
た
こ
と
に
よ
り
、後
に
我
が
国
は

金
銀
生
産
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、明
国
の
銀
本
位
制

度
の
採
用
に
よ
り
、ア
ジ
ア
経
済
圏

で
の
銀
の
需
要
が
著
し
く
増
大
し

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

天
文
12
年（
１
５
４
３
年
）に
は

日
本
へ
鉄
砲
が
伝
来
し
、そ
の
６
年

後
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル

が
来
日
し
ま
し
た
。彼
は
日
本
を

「
銀
の
島
」と
認
識
し
て
お
り
、そ
の

こ
ろ
日
本
は
、中
国
、朝
鮮
を
は
じ

め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流

と
、西
洋
文
明
と
の
初
め
て
の
接
触

に
よ
り
、石
見
銀
山
な
ど
の
銀
の
輸

出
を
通
し
て
、大
航
海
時
代
の
大
き

な
役
割
を
担
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、川
崎
平
右
衛
門
が
石
見

銀
山
に
赴
任
し
た
当
時
、銀
の
鉱
石

は
減
少
し
て
お
り
、奉
行
職
か
ら
代

官
職
に
格
下
げ
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。し
か
る
に
川
崎
代
官
は
、代
官

所
が
生
産
を
主
導
す
る「
稼か

せ
ぎ
が
た方
御ご

主し
ゅ

法ほ
う

」を
つ
く
っ
て
銀
や
銅
の
増
産
に

つ
と
め
、六
十
貫
を
百
貫
目
ま
で
に

す
る
な
ど
、大
き
な
事
績
を
残
し
て

い
ま
す
。明
和
４
年（
１
７
６
７
年
）

幕
府
勘
定
吟
味
役
兼
諸
国
銀
山
奉

行
に
推
挙
さ
れ
ま
す
が
、同
年
江
戸

に
て
病
死
。享
年
74
歳
で
し
た
。（完

）

《
参
考
文
献
》田
中
琢
監
修　
「
別
冊

太
陽　

石
見
銀
山
」

川
崎
平
右
衛
門
定
孝

　

石い
わ

見み

銀
山
代
官
へ

◆これまでの取組み◆
　生ごみ堆肥化事業やマイバッグ持
参運動、集団回収の拡充など、各種施
策を展開し、さらに市民、事業者に対
して発生抑制、資源化などの意識を
高めるための啓発活動を積極的に行
い、「10年間でごみ50％削減」の目標
達成を目指して、「１万トンごみ減量
大作戦」を実施してきました。
　ごみ量は減少傾向にあるものの、
ごみの分別や減量化の不徹底、人口
の増加などにより「ごみ50％削減」
の達成には、至っていません。

　多摩地域25市１町のごみを搬入
している日の出町二ツ塚廃棄物広域
処分場は、エコセメント事業などによ
り延命化を図っていますが、新たな
処分場の確保が非常に困難な今、よ
り一層のごみの減量・資源化への取
組みが各自治体共通の緊急課題と
なっています。
　この状況を受けて、東京都市長会
では、ごみの減量・資源化に効果的な
施策として「家庭ごみ有料化」の提言
がされました。ごみの有料化は、市民

に排出量に応じた費用負担を求める
ことにより、ごみの排出抑制や再生
利用の促進が図られるなど、資源循
環型社会の構築には必要な手段と考
えられています。また、戸別収集方式
を同時に導入することで市民一人ひ
とりのごみの排出者としての自覚が
養われるとともに、ごみの分別、リサ
イクルの一層の推進が可能になるこ
となどから、各自治体が導入を始め
ています。

◆今後の取組み◆
　現在、市が抱えているごみ問題の
現状などを市民の皆さんに詳しく説
明するとともに、ご意見を伺う「市民
の声を聴く会」を実施します。さら
に、ごみの減量施策や収集方法など
についてのアンケート調査を実施し
て、市民の皆さんとともにごみの減
量化を進めるための新たな仕組みづ
くりを検討します。
※「市民の声を聴く会」の日程や会場
については、今後の「広報ふちゅう」
でお知らせします。

◆ごみの現状と背景◆

　

市
の
ご
み
量
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

　

市
の
ご
み
量
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。し
か
し
、環
境
基
本
計
画
で
掲
げ
た「

す
。し
か
し
、環
境
基
本
計
画
で
掲
げ
た「
1010
年
間
で
ご
み

年
間
で
ご
み
5050
％
削
減
」を
達
成
す
る
た
め
に
は
、さ
ら
に
着
実
な
ご

％
削
減
」を
達
成
す
る
た
め
に
は
、さ
ら
に
着
実
な
ご

み
減
量
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

み
減
量
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、資
源
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、引
き
続
き
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
尊
重

　

市
で
は
、資
源
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、引
き
続
き
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
尊
重

し
つ
つ
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
施
策
や
ご
み
の

し
つ
つ
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
施
策
や
ご
み
の

排
出
抑
制
を
促
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

排
出
抑
制
を
促
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、ご
み
減
量
推
進
課
計
画
担
当（
３
３
５
・
４
９
６
８
）へ
。

　

問
合
せ
は
、ご
み
減
量
推
進
課
計
画
担
当（
３
３
５
・
４
９
６
８
）へ
。

ごみ改革を進めます！ごみ改革を進めます！ごみ改革を進めます！ごみ改革を進めます！
～ごみ～ごみ5050％削減をめざして削減をめざして～ごみ～ごみ5050％削減をめざして削減をめざして～ごみ50％削減をめざして
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
社
会
の

福
祉
推
進
で
表
彰

　

こ
の
た
び
、永
年
に
わ
た
り
地
域

社
会
の
福
祉
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
で
、次
の
方
々
が
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
６

１
）へ
。

（
順
不
同・敬
称
略
）

■
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

▽
黒
澤
貞
子（
晴
見
町
）／
元
民
生

委
員・児
童
委
員

▽
佐
藤
富
士
子（
緑
町
）／
元
民
生

委
員・児
童
委
員

▽
松
本
ヤ
ス
子（
西
府
町
）／
元
民

生
委
員・児
童
委
員

▽
望
月
友
子（
西
原
町
）／
元
民
生

委
員・児
童
委
員

▽
二
重
作
と
よ
子（
住
吉
町
）／
元

民
生
委
員・児
童
委
員

▽
篠
原
廣
子（
住
吉
町
）／
元
民
生

委
員・児
童
委
員

■
主
な
内
容

○
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の

発
展

○
学
校
図
書
館
と
公
立
図
書
館
の

連
携

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
と
の

連
携 ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

第
二
期
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
の
案

○
中
学
・
高
校
生
な
ど
10
代
の
子

ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス

■
意
見
の
募
集

　

こ
の
案
に
つ
い
て
、市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

▽
提
出
方
法　

６
月
11
日（
水
）ま

　

市
で
は
、子
ど
も
の
読
書
環
境
を
整
え
、子
ど
も
が
心
豊
か
に
読
書
を

楽
し
め
る
よ
う
に
、平
成
20
年
度
か
ら
の
第
二
期
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
の
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
案
は
、６
月
11
日（
水
）ま
で
、中
央
・
各
地
区
図
書
館
、中
央
文
化

セ
ン
タ
ー
、市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.fuchu.tokyo.jp/

）、図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://libra

ry.city.fuchu.tokyo.jp/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、中
央
図
書
館（
３
６
２
・
８
６
４
７
）へ
。

　

５
月
12
日（
月
）は「
民
生
・
児
童

委
員
の
日
」で
す
。

　

民
生
・
児
童
委
員
は
、厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
都
の
非

常
勤
特
別
職
で
、地
域
の
中
で
相

談
や
支
援
を
行
う
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

民
生
委
員
は
、児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
て
、市
内
に
は
児
童
問
題

を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委

員
12
人
を
含
む
、１
７
３
人
の
民

生
・
児
童
委
員
が
、高
齢
者
や
身
体

の
不
自
由
な
方
、生
活
に
不
安
の

あ
る
方
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
々
の
相
談
相
手
と
な
り
、行
政

な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
橋
渡
し

を
す
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、府
中
市
社
会

福
祉
委
員
も
兼
ね
て
い
て
、「
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」な
ど

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
福

祉
事
業
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
や
個
人
の
秘
密
は
か

た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、毎
日
の

生
活
の
中
で
福
祉
に
つ
い
て
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お

気
軽
に
民
生
・
児
童
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
６

１
）へ
。

■
民
生
・
児
童
委
員
の
具
体
的
な

活
動

○
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の

高
齢
者
へ
の
声
か
け
・
安
否
確
認

な
ど
の
見
守
り

○
個
々
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
提
供
や
関
係
行
政
機
関
へ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部（
社
会
教
育

事
業
）へ　

▽
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
東
京
府
中
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　

二
万
円

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
匿
名

１
件　

一
万
円

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の

仕
事
へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
が

あ
る
と
き
は
、総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

市
・
国
で
は
、次
の
と
お
り
行
政

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、市
民
相
談
室（
３
６

６
・
１
７
１
１
）へ
。

■
５
月
の
定
例
相
談

▽
日
時 

５
月
20
日
・
27
日（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

▽
場
所 

市
役
所
１
階
市
民
相
談

室▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

年
金
・
保
険
、道
路
・
河

川
、郵
便
、登
記
、福
祉
な
ど
行
政

全
般
に
つ
い
て
の
相
談

■
行
政
相
談
委
員

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

５
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）

春
の
行
政
相
談
週
間

▽
清
水
早
苗（
３
６
０
・
８
３
３

３
）

▽
菊
地
清
彦（
０
４
２
・
５
７
６
・

３
７
３
７
）

▽
栗
林
正
昭（
３
６
１
・
５
２
５

５
）

▽
川
上
紀
代
子（
３
６
５
・５
５
２

２
）

▽
渡
邉　

修（
３
６
１
・
２
２
０

４
）

■
東
京
総
合
行
政
相
談
所

▽
日
時 

毎
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
／
た
だ
し
、休
業
日
を
除

く▽
場
所 

西
武
百
貨
店
池
袋
店
７

階▽
問
合
せ 

東
京
総
合
行
政
相
談

所（
03
・
３
９
８
７
・
０
２
２
９
）

■
行
政
苦
情
１
１
０
番

▽
日
時 

月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時

▽
問
合
せ 

東
京
行
政
評
価
事
務

所（
03
・
３
３
６
３
・
１
１
０
０
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
・
５
３
３
１
・
１
７
６

１
）

身
近
な
相
談
相
手
で
す

民
生
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員

　

４
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
市
長
か
ら
身
体
障
害
者
相
談

員
、知
的
障
害
者
相
談
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
２
年
で
す
。

　

問
合
せ
は
、障
害
者
福
祉
課
生

活
係（
３
３
５
・
４
５
４
５
）へ
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
身
体
障
害
者
相
談
員

▽
下
條
輝
雄（
南
町
４
の
40
／
３

６
６
・
９
３
２
０
）

▽
三
富
栄
治（
南
町
４
の
40
／
３

３
４
・
２
３
９
８
）

▽
山
崎
麗
子（
南
町
４
の
32
／
３

６
６
・
０
１
３
９
）

▽
加
藤
良
三（
紅
葉
丘
２
の
35
／

３
６
１
・
８
２
５
８
）

▽
松
坂
ユ
ミ
子（
新
町
２
の
57
／

３
６
２
・
４
３
６
７
）

▽
藤
本
正
子（
北
山
町
２
の
21
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２・５
７
４・１
２
９
８
）

▽
本
戸
勝
也（
新
町
２
の
57
／
Ｆ

お
気
軽
に
相
談
を

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員

Ａ
Ｘ
３
６
９
・
２
８
８
１
）

▽
川
嶋
寿
子（
新
町
３
の
１
／
３

６
８
・
３
３
８
９
）

■
知
的
障
害
者
相
談
員

▽
小
川
八
重
子（
幸
町
１
の
36
／

３
６
８
・
２
１
２
３
）

▽
進
藤
サ
エ
子（
西
原
町
２
の
１

／
０
４
２
・５
０
２
・
０
４
８
７
）

▽
高
橋
美
穂（
小
柳
町
４
の
33
／

３
０
２
・
６
８
１
５
）

で（
必
着
）に
、住
所
、氏
名
、意
見

を
記
入
し
て
、中
央
図
書
館（
〒
183

｜

0055
府
中
町
２
の
24
）へ
／
Ｆ
Ａ

Ｘ（
３
３
４
・
５
３
７
０
）、電
子

メ
ー
ル（tosyo01@

city.fuchu.
tokyo.jp

）、ま
た
は
中
央
・
生
涯

学
習
セ
ン

タ
ー

図
書
館
、各
文
化
セ
ン

タ
ー

、市
政

情
報
セ
ン

タ
ー

へ
持
参
可

▲ 
青
少
年
の
情
報
交
換
の
場「
Ｙ

Ａ
ル
ー
ム
」

▽
日
程 

６
月
30
日（
月
）か
ら
７

月
２
日（
水
）・
４
日（
金
）・
７
日

（
月
）か
ら
９
日（
水
）・
15
日（
火
）

か
ら
18
日（
金
）・
22
日（
火
）・
25
日

（
金
）・
28
日（
月
）・
29
日（
火
）・
31

日（
木
）の
午
前
中

▽
会
場 

都
多
摩
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー

（
武
蔵
台
２
の
９
）

▽
対
象 

昭
和
54
年
３
月
以
前
生

ま
れ
の
市
民

※
次
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
食
道
、胃
、十
二
指
腸
な
ど
の
手

術
を
受
け
た
方
、ま
た
は
現
在
、病

気
治
療
中
、経
過
観
察
中
の
方

○
妊
娠
中
、ま
た
は
そ
の
可
能
性

の
あ
る
方

○
過
去
１
年
以
内
に
手
術
を
し
た

方
、ま
た
は
心
臓
病
や
脳
血
管
疾

患
を
発
病
し
た
方

○
重
度
の
病
気
で
治
療
中
の
方

○
腸
閉
そ
く
を
起
こ
し
た
こ
と
が

あ
る
方

早
期
発
見
が
大
切
で
す

胃
が
ん
検
診

○
過
去
に
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
ア

レ
ル
ギ
ー
過
敏
症
状
が
あ
っ
た
方

○
自
力
で
立
ち
続
け
る
こ
と
、ま

た
は
撮
影
台
の
手
す
り
を
自
分
で

つ
か
む
こ
と
が
困
難
な
方

○
職
場
な
ど
で
受
診
の
機
会
が
あ

る
方

〇
技
師
の
指
示
に
従
っ
て
ス
ム
ー

ズ
に
動
く
こ
と
が
困
難
な
方

○
平
成
20
年
度
に
市
の
胃
が
ん
検

診
を
受
け
た
方

▽
定
員 

６
５
０
人（
抽
せ
ん
）

▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
の

Ｘ
線
間
接
撮
影

▽
申
込
み 

５
月
17
日（
土
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）に
、往
復
は
が

き（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、性
別
、電
話

番
号
、返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し

て
、保
健
セ
ン

タ
ー

分
館「
胃
が
ん
検
診
」

係（
〒
183｜

0055
府
中
町
１
の
30
）へ

／
検
診
日
は
後
日
通
知

▽
問
合
せ 

保
健
セ
ン

タ
ー

分
館
成
人
保

健
係（
３
６
８
・
６
５
１
１
）

　

５
月
18
日（
日
）午
前
９
時
半
〜

午
後
３
時（
予
定
）は
、調
布
市
国

領
町
で
の
不
発
弾
の
処
理
に
伴

い
、つ
つ
じ
ヶ
丘
駅
か
ら
調
布
駅

間
の
京
王
線
の
不
通
や
国
道
20
号

線（
甲
州
街
道
）と
周
辺
道
路
の
進

入
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、防
災
課
危
機
対
策
係

（
３
３
５
・
４
２
８
３
）、ま
た
は
調

布
市
不
発
弾
処
理
対
策
本
部（
０
４

２・４
８
７
・２
８
８
０
）へ
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

京
王
線
の
一
部
不
通
と
国
道
20

号
線（
甲
州
街
道
）の
進
入
規
制

の
連
絡

○
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や

子
育
て
家
庭
に
対
す
る
、情
報
提

供
、そ
の
ほ
か
の
支
援
や
助
言

○
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
、社
会

福
祉
施
設
な
ど
の
関
係
者
と
の
連

携
や
協
力

○
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
の
た

め
の
地
域
活
動
の
推
進
や
住
民
の

地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進

市職員の懲戒処分について
　市民生活部市民活動支援課西府
文化センター職員を、公金窃取に
より４月30日付けで懲戒免職とし
ました。
　なお、この件につきましては、警
察へ告訴しました。
　このような不祥事を未然に防止
することができず、市政への信頼
を失墜させてしまった事に対し、
市民の皆様に心からお詫び申しあ
げます。
　今後は、二度とこのようなこと
が起きないように万全を期してま
いります。
　問合せは、職員課人事係（３３
５・４０５１）へ。
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政策総務部
政策課　5336・6131
○市政の総合企画・調整　☎335・4010、4006
財政課　5364・1156
○財政運営　☎335・4025
秘書課
○市長・副市長の秘書　☎335・4015
広報課　5361・8288
○広報紙の編集・発行　☎335・4019
○市長への手紙、公文書などの開示、個人情
報の保護　☎366・1711
○市政・専門相談　☎366・1711
○市政についての苦情の申立て　☎366・17
11
○市政情報センター　☎336・18185336・1
919
総務管理課　5366・1457
○条例・規則などの制定　☎335・4043
○文書の収受・発送・保存　☎335・4045
○統計調査の実施　☎335・4059
職員課
○職員の人事　☎335・4051
○職員の研修　☎335・4049
○職員の福利厚生　☎335・4050

税務管財部
市民税課
○軽自動車税、法人市民税、市たばこ税、市民
税証明　☎335・4440
○市（都）民税普通徴収　☎335・4441
○市（都）民税特別徴収　☎335・4442
資産税課
○土地の評価　☎335・4445
○家屋の評価　☎335・4446
○固定資産税証明　☎335・4443
○償却資産の評価　☎335・4447
納税課　5335・4332
○市税などの収納・納税証明、預金口座振替
　☎335・4448

○市税などの納税推進　☎335・4449
○市税などの滞納整理　☎335・4460
契約課　5335・4420
○工事・委託の契約　☎335・4093
○物品の契約　☎335・4094
管財課　5335・5396
○公有財産の管理、庁舎管理　☎335・4144
○工事・委託・物品の検査　☎335・4061
情報システム課　5360・8132
○情報システムの開発・管理運営　☎335・
4054
○ＩＴ活用推進・計画の策定　☎335・4057
○次期基幹システムの概要設計・構築　☎
335・4058
用地課　5335・5396
○公共用地取得・売払、土地開発公社の管理
運営　☎335・4101～4

市民生活部
総合窓口課　5365・4819
○戸籍全部（一部）事項証明書などの郵送・回
答　☎335・4000
○住民登録、印鑑登録、各種証明　☎335・
4333
○市民保養所受付、バイクの登録・廃車、仮ナ
ンバーの貸出し　☎335・4120
○戸籍の審査・記録、住民記録　☎335・4555
保険年金課　5336・7214
○国民健康保険の医療給付　☎335・4044
○国民健康保険の資格・保険税の賦課　☎
335・4055
○国民年金の資格・給付　☎335・4066
○長寿（後期高齢）医療保険　☎335・4033
住宅勤労課　5365・0589
○市営住宅の管理運営　☎335・4457
○市営住宅の建替え　☎335・4458
○保養事業、生活資金融資のあっせん　☎335・
4125
○府中の森市民聖苑　☎367・7788
市民活動支援課　5365・3595
○NPO・ボランティア活動の推進　☎335・
4035
○府中NPO・ボランティア活動センター　☎
335・5793

○文化センターの運営・調整　☎335・4137
○中央文化センター　☎364・3611
○白糸台文化センター（兼）東部出張所　☎
363・6208
○西府文化センター（兼）西部出張所　☎
364・0811
○武蔵台文化センター　☎042・576・3231
○新町文化センター　☎366・7611
○住吉文化センター　☎366・8611
○是政文化センター　☎365・6211
○紅葉丘文化センター　☎365・1188
○押立文化センター　☎042・488・4966
○四谷文化センター　☎367・1441
○片町文化センター　☎368・7001
○スクエア21・女性センター　☎351・4600
○女性問題相談　☎351・4602

○姉妹・友好都市との交流　☎335・4131
○府中国際交流サロン　☎335・4401
経済観光課　5360・9370
○消費生活、市民農園　☎335・4124
○事業資金融資のあっせん、商工業の振興
　☎335・4142
○農業の振興　☎335・4143
○観光の振興　☎335・4095
○消費生活相談室　☎360・3316
○工業技術情報センター　☎335・4474
○観光情報センター　☎302・2000 

文化スポーツ部
文化振興課　5365・3593
○市民文化の振興、文化事業の普及　☎
335・4130
○文化財の保存・活用　☎335・4473536
0・4401
○郷土の森博物館　☎ 368・79215360・
8217

○府中の森芸術劇場　☎335・6211
○ルミエール府中　☎361・4111
○府中グリーンプラザ　☎360・3311
○府中グリーンプラザ分館　☎340・0211
生涯学習スポーツ課　5365・3593
○スポーツ大会の実施、スポーツ団体の育
成　☎335・4477
○学校体育施設の開放　☎335・4477
○スポーツ施設の管理運営　☎335・4488
○生涯学習センター　☎336・5700533
6・5709
○生涯学習センターの管理、利用申込み　
☎336・5707

○社会教育事業の支援、社会教育関連団
体、平和事業　☎336・5711

○学習情報の提供、講座の開催、学習ボラ
ンティアの育成　☎336・5708
○健康体操出前指導、スポーツ教室　☎33
6・5724
○郷土の森総合体育館　☎363・811153
60・9856
○朝日体育館　☎364・3456
○白糸台体育館　☎363・10045369・75
92

○押立体育館　☎367・07505369・7513
○栄町体育館　☎367・06115360・9854
○日吉体育館　☎363・2501
○本宿体育館　☎366・08315360・9853
○四谷体育館　☎368・74555360・9855
図書館
○中央図書館　☎362・86475334・5370
○白糸台図書館　☎・5360・3443
○西府図書館　☎・5360・8998
○武蔵台図書館　☎・5042・576・6390
○新町図書館　☎・5360・6336
○住吉図書館　☎・5360・5775
○是政図書館　☎・5360・2882
○紅葉丘図書館　☎・5360・7227
○押立図書館　☎・5042・483・4122
○四谷図書館　☎・5360・3663
○片町図書館　☎・5368・7117
○宮町図書館　☎・5364・3613
○生涯学習センター図書館　☎336・5702
5336・5718
府中市美術館　5335・7576
○総合受付、展覧会案内、教育普及　☎
336・3371

福祉保健部
地域福祉推進課　5335・7802
○厚生援護、福祉計画の進行管理　☎335・
4161、4182

生活援護課　5366・3669
○生活保護医療券の発行　☎335・4146
○生活保護　☎335・4040、4141、4343
○生活保護の相談　☎335・4038
高齢者支援課　5335・5668
○高齢者の生きがい事業　☎335・4011
○住宅改修、おむつの給付など介護の援護
　☎335・4470
○高齢者福祉施設・高齢者住宅管理運営　
☎335・4503

○介護保険の資格管理、保険料の賦課・徴収
　☎335・40215335・2654

○介護保険の相談、保険給付・指導　☎
335・40315335・2654

○介護保険の認定申請受付・調査、認定審
査会の運営　☎335・43095335・2654

○福祉の総合相談、権利擁護、高齢者虐待
の予防　☎335・44965335・0090

○地域支援事業、介護予防事業　☎335・
41175335・0090

○介護支援専門員の支援、困難事例への対
応　☎335・41065335・0090
障害者福祉課　5368・6126
○障害者などの手当・医療　☎335・4162
○身体・知的障害者への支援　☎335・4962
○障害者の地域生活支援　☎335・4545
○障害者自立支援給付　☎335・4087
○精神障害者の支援・相談　☎335・4022

健康推進課（保健センター）　5334・5535
○施設の管理運営、犬の登録　☎368・5311
○総合健康診査、健康増進事業　☎368・
5338

健康推進課（保健センター分館）　5334・
5549

○訪問指導、成人健康診査、成人歯科健康
診査、各種がん検診　☎368・6511

○乳幼児健康診査、各種母子保健事業、予
防接種　☎368・5333

子ども家庭部
子育て支援課　5334・0810
○子育てひろば、産前産後家庭サポート　
☎335・4192

○児童手当、乳幼児医療、ひとり親家庭な
どの助成　☎335・4100

○母子・女性相談　☎335・4230、4240
○子育てや児童虐待などの相談　☎354・
8700

○子ども家庭支援センター「たっち」　☎
354・8700

保育課　5334・0810
○保育所の管理運営、保育所の入所　☎
335・4172

○南保育所　☎363・9714
○北保育所　☎363・9715
○東保育所　☎363・9716
○西保育所　☎362・8301
○中央保育所　☎363・9713
○北山保育所　☎042・575・5771
○住吉保育所　☎366・1426
○朝日保育所　☎363・9127
○小柳保育所　☎363・9510
○四谷保育所　☎368・1589
○八幡保育所　☎365・7542
○本町保育所　☎366・6886
○三本木保育所　☎365・6210
○西府保育所　☎366・7025
○美好保育所　☎366・5441
○高倉保育所　☎330・2005
○保育所の待機児解消　☎335・4453
○地域親子交流　☎335・4341
児童青少年課　5365・9983
○学童クラブの管理・運営　☎335・4300
○青少年の指導・健全育成　☎335・4427
○青少年・子ども相談　☎360・7041

環境安全部
防災課　5335・6395
○災害対策、火災共済　☎335・4098
○消防団　☎335・4068
○危機管理、国民保護　☎335・4283
環境政策課　5361・0078
○まちの美化推進、害虫駆除相談、猫の去
勢・不妊手術補助　☎335・4195

○公害の相談、工場認可、エコハウス補助、
環境マネジメントシステムの運用　☎
335・4196
地域安全対策課　5336・8674
○交通安全・防犯の啓発、交通災害共済、地
域安全運動の推進　☎335・4147

○交通安全施設の管理、防犯灯の管理、コ
ミュニティバスの調整　☎335・4069

○放置自転車対策　☎335・4069
上下水道課（上水道部門）　5365・4550
○上水道の予算・経理　☎335・4422
○漏水修理　☎335・4373
○配水管の布設　☎335・4371
○水質の相談　☎335・4372
上下水道課（下水道部門）　5335・0125
○下水道使用料、受益者負担金　☎335・
4381

○下水道管理　☎335・4383～4
○排水の規制、私道の下水管布設、水洗化
普及　☎335・4382

水と緑事業本部
公園緑地課　5366・7752
○公園・緑地などの使用・占用許可　☎
335・4314
○公園・緑地などの維持管理・新設・改修工
事　☎335・4312

○緑の保護・育成　☎335・4315
○公園・緑地などの計画　☎335・4313
○水と緑のネットワーク事業の推進・調整
　☎335・4361

ごみ改革推進本部
ごみ減量推進課　5336・5181
○ごみの出し方の相談、し尿の収集　☎
335・4400
○集団回収、ごみの出し方の指導・調査、生
ごみ処理機の補助　☎335・4437

○ダストボックスの相談、粗大ごみ・有害
ごみの収集　☎360・0355
○リサイクルプラザ　☎365・0502

都市整備部
管理課　5335・0499

○部課内の経理　☎335・4324
○里道・水路の占用・払下げなどの申請、道路・
境界などの証明の申請　☎335・4794

○道路・水路などの境界確定　☎335・4430
○狭あい道路・私道の整備、道路用地の寄付
申請、市道の認定　☎335・4327、4311

○道路の占用・掘削許可、市道の維持管理、街
路樹の管理　☎335・4328
計画課　5335・0499
○都市計画の縦覧、相談、地域まちづくり活
動の支援　☎335・4334、4431

○大規模土地取引行為の事前届け出、土地利
用構想の届け出、国土法の届け出　☎335・
4335

○景観の相談・行為の届け出　☎335・4412
○紛争予防条例の手続き　☎335・4335
土木課　5335・0499
○道路の計画・設計・築造工事、用排水路維
持・補修　☎335・4348～4350

建築課　5335・0499
○公共施設の設計・施工監理　☎335・4355
～7

建築指導課　5335・0160
○建築確認などの受付　☎335・4479
○建築確認などの審査・検査（意匠）　☎335・
4205、4034、4475

○建築確認などの審査・検査（構造設備）　☎
335・4476、4417

○違反建築物の調査・是正指導、建築物など
の分別解体の届け出　☎335・4478

地区整備推進本部　5365・3597
○再開発事業　☎368・7503
○けやき並木周辺整備総合調整　☎368・
7504

○区画整理事業　☎368・7592

事業部　503・3768・9116

○平和島競艇場　☎03・3768・9200

出納課　5368・1171
○予算執行票の審査　☎335・4415
○公金の収入・支出事務　☎335・4416

教育部
総務課　5334・0946
○教育委員会の会議事務・総合調整　☎335・
4424

○市立小・中学校予算の管理・経理、奨学資金
の給付・貸付け　☎335・4428
○市立小・中学校施設の維持管理、八ヶ岳府
中山荘の管理運営　☎335・4429

○学校耐震化などの推進　☎335・4076
学務保健課　5360・9852
○学校保健、林間学校、移動教室　☎335・
4435

○市立小・中学校の転入（就）学、幼稚園の事
務　☎335・4436 

○小・中学校の就学援助　☎335・4436
○矢崎幼稚園　☎365・2654
○みどり幼稚園　☎365・5835
○小柳幼稚園　☎365・5709
○私立幼稚園児保護者への助成　☎335・44
36

○市立小学校の給食　☎365・26555340・
7127

○市立中学校の給食　☎366・83745340・
7128

○給食費　☎366・8375
○食物アレルギー　☎366・8374
指導室　5360・9852
○教職員の人事・厚生　☎335・4450
○学習・生活指導　☎335・4062
○教育センター　☎364・41085334・0947
○教育相談　☎360・3500
○巡回相談　☎333・0852
○巡回指導　☎364・4108
○就学相談　☎364・6620
○電話教育相談　☎360・4188
○けやき教室　☎333・0854

選挙管理委員会事務局　5334・2983
○選挙管理委員会事務　☎335・4485
○選挙事務　☎335・4486

農業委員会事務局　5360・9370
○農業の振興・改善、農地事務、国有農地の管
理・転用事務　☎335・4492

監査事務局　5335・4174
○監査・検査・審査事務　☎335・4497

議会事務局
庶務課　5364・5415
○市議会議長の秘書、事務局庶務　☎335・4
505

○議会報の編集、調査事務　☎335・4506
議事課　5364・5415
○議会運営、請願・陳情の受付、傍聴の受付、
会議録の調製　☎335・4507

各課・各施設の直通電話・FAX番号一覧
　各課や各施設の直通電話・FAX番号と主な業務内容は次のとおり
です。なお、府中市の市外局番は（042）です。
　FAX番号の記載のない課は直通のFAXはありません。
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市立小・中学校道徳授業
地区公開講座

　地域の方々と意見を交換しながら、
学校・家庭・地域社会が一体となった教
育を進めることなどを目的に、市立小・

中学校の道徳の授業を公開します。
▽学校名・日程・時間　下の表のとお
り
▽問合せ 指導室（３３５・４０６
３）

給食費の臨時戸別徴収

　市では、健全な給食運営を図るた
め、５月17日（土）に、給食費未納世帯

への戸別徴収を実施します。
　問合せは、第二給食センター（３６
６・８３７５）へ。

ジュニアスポーツ指導者講習
会「こどものからだづくり」
▽日時 ５月31日（土）午前９時半～
正午
▽会場 生涯学習セン

ター

▽対象 ジュニアスポーツを指導し
ている市民
▽定員 100人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 子どもの身体特性を学び、
効果的な運動などを体験する
▽講師 日本コーディネーショント
レーニング協会講師
▽申込み ５月20日（火）まで（必着）
に、はがきに住所、氏名、年齢、電話番
号を記入して、〒183－8703文化ス
ポーツ部生涯学習スポーツ課へ／Ｆ
ＡＸ（３６５・３５９３）可
▽問合せ 生涯学習スポーツ課ス
ポーツ振興係（３３５・４４９９）

シニアのサッカー観戦講座

▽日時 ５月25日（日）正午～午後１
時
▽会場 味の素スタジアム
▽対象 60歳以上の市民／18歳以上
の方の同伴（１人）可
▽定員 70人（抽せん）
▽内容 ルールや観戦方法などサッ
カーの楽しみ方
▽申込み ５月16日（金）まで（必着）
に、はがき（１人１枚）に住所、氏名、
電話番号、同伴者氏名を記入して、
FC東京「シニアDay観戦講座～府
中」係（〒135－0003江東区猿江２の
15の10）へ
▽問合せ 生涯学習スポーツ課ス
ポーツ振興係（３３５・４４９９）、ま
たはFC東京（０３・３６３５・８９８

５）

60歳以上の市民と同伴者をペアでご招待
FC東京対東京ヴェルディ
▽日時 ５月25日（日）午後３時
▽会場 味の素スタジアム
▽対象 60歳以上の市民と同伴者
▽定員 100組200人（抽せん）
▽申込み ５月16日（金）まで（必着）に、
往復はがき（１人１枚）に60歳以上の方
の住所、氏名、電話番号、返信用あて名
を記入して、FC東京「シニアDay観戦
ご招待～府中」係（〒135－0003江東区
猿江２の15の10）へ
▽問合せ 生涯学習スポーツ課スポー
ツ振興係（３３５・４４９９）、または
FC東京（０３・３６３５・８９８５）

■廃棄物減量等推進審議会
　５月16日（金）午後２時　市役所西庁
舎３階委員会室／傍聴希望の方は前日
までに、ごみ減量推進課へ／問合せは
同課計画担当（３３５・４９６８）へ
■次世代育成支援行動計画推進協議会
　５月16日（金）午後２時　子ども家庭
支援セン

ター「たっち」／傍聴希望の方（先着
５人）は前日までに、子育て支援課へ／
問合せは同課推進係（３３５・４１９
２）へ
■建築審査会
　５月16日（金）午後３時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは建築指導課管理係
（３３５・４４７９）へ
■土地利用調整審査会
　５月21日（水）午後３時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは計画課都市計画担
当（３３５・４３３５）へ
■教育委員会定例会
　５月23日（金）午後１時半　教育セン

ター／
傍聴希望の方は前日までに、総務課へ
／問合せは同課総務係（３３５・４４２
４）へ

◆市立小・中学校道徳授業地区公開講座◆
学 校 名 日　　　程 時　　　間
一 小 11月１日（土） 午前８時50分～午後零時10分
二 小 10月４日（土） 午前９時40分～午後零時10分

三 小
６月10日（火）
10月11日（土）

平成21年２月19日（木）

午前８時35分～午後３時
午前８時35分～午後零時５分
午前８時35分～午後３時

四 小 平成21年２月17日（火） 午後１時20分～３時半
五 小 ６月25日（水） 午後１時半～４時
六 小 平成21年２月17日（火） 午後１時45分～４時
七 小 10月22日（水） 午後１時45分～４時
八 小 ５月31日（土） 午前８時50分～午後零時10分
九 小 平成21年１月25日（日） 午前８時45分～午後零時20分
十 小 10月17日（金） 午後１時半～４時
武 蔵 台 小 ９月27日（土） 午前９時半～午後零時10分

住 吉 小
６月７日（土）
11月22日（土）

平成21年２月19日（木）

午前８時40分～午後零時10分
午前８時40分～午後零時10分
午後１時半～４時

新 町 小 平成21年２月12日（木） 午後１時45分～４時
本 宿 小 ６月28日（土） 午前10時35分～午後零時10分
白 糸 台 小 ６月28日（土） 午前８時25分～午後零時20分
矢 崎 小 ９月17日（水） 午後１時20分～４時
若 松 小 11月１日（土） 午前８時50分～午後零時20分
小 柳 小 平成21年１月20日（火） 午前８時50分～午後３時20分
南 白 糸 台 小 平成21年１月31日（土） 午前８時40分～午後零時５分
四 谷 小 ６月28日（土） 午前８時40分～午後零時５分
南 町 小 10月20日（月） 午後１時45分～４時
日 新 小 平成21年２月18日（水） 午後１時45分～４時
一 中 10月４日（土） 午前10時40分～午後零時半
二 中 ９月20日（土） 午前10時50分～午後零時40分
三 中 ６月18日（水） 午後１時25分～４時半
四 中 ６月21日（土） 午後１時35分～４時
五 中 ９月13日（土） 午前９時40分～午後零時20分
六 中 ９月13日（土） 午前10時45分～午後零時半
七 中 ９月30日（火） 午後１時25分～３時半
八 中 ６月７日（土） 午後１時半～４時
九 中 10月25日（土） 午後１時半～３時半
十 中 ６月21日（土） 午前10時40分～11時半
浅 間 中 ９月13日（土） 午前９時半～午後零時35分

姉妹都市長野県佐久穂町だより

八千穂レイクの自然と楽しみ方八千穂レイクの自然と楽しみ方
佐久穂町産業振興課

　八千穂高原の中心にある八千穂レ
イク。周りを日本一美しいシラカバ
林に囲まれ、四季折々の顔を見せま
す。５月中旬から下旬に八千穂レイ
クを周回する遊歩道を歩けば、堂々
としたシラカバやミズナラは芽吹き
の季節を迎え、６月初旬から中旬に
なるとその緑は一層深みを増しま
す。同じころ、ピンク色のかれんな花
をつけるベニバナイチヤクソウ、オ

レンジ色の花のレンゲツツジなど
様々な樹木や山野草が訪れる人を迎
えてくれます。また、浅間山や遠く荒
船高原、奥秩父の山々を望むことが
できます。
　このような景観豊かな八千穂レイ
クが、今シーズンから管理釣り場と
しても利用できるようになりまし
た。広大な湖に潜むマスやイワナと
の駆け引きをお楽しみください。ま

た、管理棟前には釣り堀「釣りっ子ラ
ンド」があり、気軽に家族で釣りを楽
しめます。釣りの後は、駒出池キャン
プ場のフィールドアスレチックで体
を動かし、釣った魚でバーベキュー
などいかがでしょうか。
■八千穂レイク管理釣り場
▽日時 10月31日（金）までの午前８
時半～午後５時半／シーズン券利用
者は午前７時～午後６時
▽費用 １日券3500円、半日券2500
円、シーズン券20000円
▽内容 ルアー・フライフィッシン
グ／１匹のみ魚の持ち帰り可
※バーブレス・フック、ルアーはシン
グル・フックのみ使用できます。
※ソフトルアーは使用できません。
■釣りっ子ランド
▽日時 10月31日（金）までの午前８
時半～午後５時半
▽費用 1500円（えさ・釣り具付）

　本市と長野県佐久穂町は、姉妹都市の盟約を結んでいます。　本市と長野県佐久穂町は、姉妹都市の盟約を結んでいます。
　今号では、佐久穂町の代表的な観光スポット八千穂レイクについて紹介　今号では、佐久穂町の代表的な観光スポット八千穂レイクについて紹介
します。します。
　問合せは、市民活動支援課都市交流担当（３３５・４１３１）へ。　問合せは、市民活動支援課都市交流担当（３３５・４１３１）へ。

※５匹まで魚の持ち帰りができます。
◇　　　◇　　　◇

　問合せは、八千穂レイク管理棟（０
２６７・８８・２２９２）、または佐久
穂町産業振興課観光係（０２６７・８
８・３９５６）へ。
　町の観光・イベント情報などは、佐
久穂町のホームページ（http://ww
w.town.sakuho.nagano.jp/）でご覧
になれます。

▲ 様々な自然が楽しめる八千穂レ
イク
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平成20年度学童クラブ
指導員（嘱託員）の募集

▽対象 昭和23年４月２日以降に生ま
れ、学校教諭免許、幼稚園教諭免許、保
育士資格のいずれかをもつ方
▽募集人数　若干名
▽試験日 ６月３日（火）
▽募集要項　５月30日（金）まで、市役
所６階児童青少年課・１階市民相談室、
市政情報セン

ターで配布
▽申込み ５月23日（金）から30日（金）
午前８時半～午後５時に、市役所６階
児童青少年課へ
▽問合せ 児童青少年課学童クラブ係
（３３５・４３００）

障害者福祉課嘱託員の募集

▽対象 パソコンの操作ができる方
▽募集人数　１人
▽試験日 ５月23日（金）

▽内容 一般事務、窓口・電話対応
▽申込み ５月16日（金）午後５時ま
でに、履歴書を持って市役所１階障
害者福祉課へ
▽問合せ 障害者福祉課援護係（３
３５・４１６２）

子育てひろば「はじめて
アート」参加者募集

▽日時 ６月11日（水）午前10時15分
～正午
▽会場 府中市美術館
▽対象 ０歳児と保護者で、初めて
参加する方
▽定員 先着10組20人
▽費用 200円（常設展観覧料）
▽内容 親子遊び、学芸員の解説に
よる常設展の観覧
▽申込み ５月12日（月）から電話で、
保育課へ
▽問合せ 保育課地域子育て支援担
当（３３５・４３４１）

多摩・島しょ子ども体験塾
「科学体験ショー」
▽日時 ６月７日（土）午後２時

▽場所 府中の森芸術劇場
▽対象 小学生
▽定員 500人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 音についての科学の実験体
験
▽申込み ５月23日（金）まで（必着）
に、はがきに住所、氏名（ふりがな）、
年齢、学校名・学年、電話番号を記入
して、府中「多摩・島しょ子ども体験
塾」事務局（〒183－8703子ども家庭
部児童青少年課内）へ
▽問合せ 府中「多摩・島しょ子ども
体験塾」事務局（３３５・４４２７＝
児童青少年課内）

私が選ぶ「けやき並木ベスト
ショット」写真コンクール
　新緑、紅葉、昔のけやき並木など、
市のシンボルである国指定天然記念
物「馬場大門のケヤキ並木」を撮影し
た写真を募集します。
▽作品の規格　カラープリント六ツ
切判、またはＡ４判で、未発表の作品
／デジタルデータの画像加工不可／
１人２点まで
▽申込み ６月13日（金）まで（必着）
に、写真に決められた用紙（市役所８
階、または府中駅北第２庁舎４階文
化振興課に用意）を添付して、文化ス
ポーツ部文化振興課（〒183－0056
寿町１の５）へ／持参可／結果は７

月初旬に通知
※用紙は市のホームページ（http://
www.city.fuchu.tokyo.jp/）からもダウ
ンロードできます。
※個人が特定できる場合は、必ず本人
の承諾を得てください。
※入賞作品は、市が発行するけやき並
木の保護・活用計画パンフレットに掲
載します。
※入賞作品の使用権は市に帰属し、応
募作品は返却しません。
▽問合せ 文化振興課文化財係（３３
５・４４７３）

小学生・高齢者自転車競技
大会

▽日時 ５月17日（土）午前10時半～午
後零時半／雨天中止
▽会場 一小校庭
▽問合せ 地域安全対策課安全係（３
３５・４１４７）

市民ボランティア環境調査
「河原に咲く花の観察会」
▽日時 ５月24日（土）午前９時半～正
午／雨天の場合は25日（日）
▽集合場所　中河原駅改札前
▽対象 市民
▽定員 先着25人
▽費用 無料
▽内容 多摩川河川敷での草花観察
▽講師 星野義延氏（東京農工大学准
教授）
※筆記用具を持参してください。
▽申込み 電話で府中かんきょう市民
の会・野口あて（３６４・０６２３）へ
▽問合せ 環境政策課環境改善係（３
３５・４１９６）

農業委員会委員選挙立候補
予定者説明会

　７月19日（土）の任期満了に伴う、農
業委員会委員選挙の立候補予定者説明
会を開催します。
▽日時 ６月６日（金）午後１時半
▽場所 市役所北庁舎３階会議室
▽問合せ 選挙管理委員会事務局選挙
係（３３５・４４８６）

■府中俳画同好会会員募集　毎月第
３木曜日　午後１時～３時　ルミ
エール府中／対象は20歳以上の市民
／費用月額3000円（受講代、手本代含
む）／内容は墨や絵の具を使い、濃
淡・かすれ・にじみを表現、季節感を
詠む描き方／講師は木之村紅梅氏
（俳画紅鴎会会員）／申込み・問合せ
は木之村宅（042・491・7224）へ
■府中市民交響楽団定期演奏会　６
月８日（日）午後２時　府中の森芸術
劇場／入場料1200円（前売りは200
円引き、全席自由）／指揮は久保田悠
太香／曲目はシューベルト…交響曲
第８番「ザ・グレート」、ワーグナー…
歌劇「タンホイザー」序曲ほか／小学
校入学前のお子さんの入場不可／申
込みはチケットぴあ（0570・02・9990）
へ／問合せはハーモニージャパン
（03・3409・3345）へ
■ピースプラザ家族介護者教室　５
月24日（土）午前10時～正午　片町文
化セン
ター／無料／内容は車いすやベッド
など福祉用具の使い方／申込み・問
合せはピースプラザ在宅介護支援セン

ター

（336・5831）へ
■日本画・水墨画・水彩画展覧会　５
月12日（月）から16日（金）午前10時～
午後５時（12日は午後１時から、16日
は午後４時まで）　府中グリーンプ
ラザ／無料／主催は府中七彩会／問
合せは佐々木宅（368・1925）へ
■府中市ソシアルダンス連合チャリ
ティーダンスパーティー　６月８日

（日）午後６時半～９時　府中グリーン
プラザ／費用1000円／内容はＣＤに
よるオールダンスタイム／申込み・問
合せは今鷹宅（364・4777）へ、午前中に
■伝統文化府中市装道和装礼法こど
も教室　５月25日（日）・31日（土）、６
月８日から８月17日の日曜日　午前
10時～11時半（全13回）　府中グリー
ンプラザ／対象は小学３年～中学２
年生／先着20人／無料（貸し浴衣代
1000円）／内容は浴衣の着装を通し
て基本的な礼儀作法を学ぶ／講師は
全日本コンサルト協会会員／申込
み・問合せは早川宅（334・8480）へ
■新緑俳句大会　６月22日（日）午後
１時　府中グリーンプラザ／費用３
句１組1000円／投句は当季雑詠３
句、２組まで可（未発表の作品に限
る）／主選者は岡本久一氏（多摩地区
現代俳句協会長）／主催は府中市俳
句連盟／投句は５月31日（土）まで
（必着）に、200字詰原稿用紙で高野晴
美宅（〒183－0016八幡町２の８の
10）へ／問合せも同宅（365・7221）へ
■市民夏山登山「日本百名山～神秘
の加賀・白山と荒島岳登山」　７月17
日（木）から20日（日）の３泊４日　白
山（石川県）ほか／対象は20歳以上の
市民、または市内在勤の方／定員37
人（抽せん）／費用59000円／主催は
府中市山岳連盟／申込みは５月20日
（火）まで（必着）に、はがきで波多野
三郎宅（〒183－0006緑町１の40の
４）へ／問合せも同あて（090・4224・
7181）へ、夜間に
■日本サッカー協会スペシャルレ
フェリー岡田正義講演会　５月18日

（日）午後６時半～７時45分　府中
グリーンプラザ／対象は市民／無
料／内容はサッカーワールドカッ
プ・フランス大会での経験やエピ
ソードほか／申込みは５月15日
（木）までに、電話、またはＦＡＸで
府中ＹＳＳ・村山あてへ／問合せも
同あて（367・1844＝ＦＡＸ同番）へ
■ハワイアンフラ入門コース　５
月23日・30日、６月６日・13日（金）
午後２時半～３時半（全４回）　ル
ミエール府中／対象は初心者／費
用4000円／内容はハワイアンフラ
の基礎／講師はミズナ・プア・オ・
ピカケ・マツマル氏（プロフラダン
サー）／主催はフイ・フラ・ナ・プ
ア・マエマエ／申込み・問合せは藤
田宅（366・2974）へ
■植物画さつき会展　５月17日
（土）から６月５日（木）（５月21日・
22日、６月２日は除く）午前９時～
午後10時　生涯学習セン

ター／問合せは
上野宅（365・8627）へ
■浅間山全山清掃とムサシノキス
ゲの手入れ　５月24日（土）午前10
時～11時　浅間山あずま屋集合／
雨天の場合は25日（日）／軍手・ごみ
袋は浅間山自然保護会で用意／問
合せは同会・山内あて（363・5868）へ

■都立調布特別支援学校学校公開
　６月３日（火）午前９時10分～午
後零時20分　同校（調布市調布ヶ
丘）／申込み・問合せは同校（042・
487・7221）へ

▲ 
自
慢
の
写
真
を
お
待
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し
て
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ま

す



平成20年（2008年）５月11日 I N F O R M A T I O N ～講座・催しなどの情報 6

※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日程は下の表のとおり　語
学室／対象は平成５年４月１日以前生
まれの市民、市内在勤・在学の方／定員
各30人／無料／申込みは各講座の初回
の前日まで（必着）に、はがき、またはＦ
ＡＸ（336・5709）に希望講座名、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し
て、当セン

ター学習事業係へ／電子申請、講座
応募箱での申込み可／定員を超えた場
合のみ参加の可否を連絡

　３６８・７９２１
入場料　２００円（中学生以下１００円）

■押し花教室～新緑編
　５月18日・25日（日）午前10時～正午
　ふるさと体験館／対象は全回出席で
きる小学４年生以上の方／先着10人／
費用1000円／内容は園内で摘んだ草花
で押し花を作る／申込みは電話で当館
へ／18日が雨天の場合は中止

　３３６・３３７１

■公開制作～開発好明「ファニー・
チャー」
　５月17日（土）から８月24日（日）午
前10時～午後５時　公開制作室／無
料／内容はダンボールなど使わなく
なった日用品を組み合わせ、ビニー
ルでラッピングして、独特な家具を
制作／作家来館は５月28日（水）・31
日から６月の毎週土・日曜日の正午
～午後５時

■市民ギャラリー「けやき会三人展」
　５月20日（火）から25日（日）午前10
時～午後５時（20日は正午から、25日
は午後４時まで）　市民ギャラリー
／無料／内容は油彩画、木彫刻、写真
の展示
■サポートスタッフ説明会
　５月17日（土）午前10時　講座室／
無料／内容は美術館ボランティアの
活動紹介と参加方法について／当日

直接会場へ

　３３５・６２１１

■プロムナードコンサート～パイプ
オルガンとテノール
　５月17日（土）①午前10時半～11
時、②午後２時～３時　ウィーン
ホール／対象は①乳幼児と保護者、
②小学生以上の方／各回先着500人
／無料／出演は塚谷水無子（パイプ
オルガン）、谷口洋介（テノール）／曲
目は「千の風になって」ほか

・中央図書館　３６２・８６４７

■図書館ガイドツアー
　５月14日（水）・25日（日）午前10時、
午後３時　中央図書館／各回先着10
人／無料／内容は同館の施設を１時
間程度で案内／申込みは各回開始10
分前に３階総合受付へ
■図書館ＯＰＡＣ（利用者用開放端
末）使い方ツアー
　５月31日（土）午前10時、午後３時
　中央図書館／対象は市民、市内在
勤・在学の方／各回先着10人／無料
／内容は図書館資料の検索・予約方
法ほか／申込みは各回開始10分前に
３階総合受付へ

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「あたためて
形を変えよう」
　５月24日（土）午後１時半～４時　
学習室／対象は小学３年～中学生／
先着25人／費用300円／内容はコー
スターや化石のレプリカを樹脂で作
り、熱について学ぶ／協力は科学体
験クラブ府中／申込みは５月11日
（日）午前10時から当館へ（電話可）

　・子どもサイエンススクール　３３６・６８００

■子どもサイエンススクール「ガラ
ス細工Ⅰ」
　５月24日（土）午前９時半～午後零
時半／対象は小学４～６年生／先着
30人／無料／内容は色ガラスを溶か
して光るガラス玉を作る／講師は泉

　誠一郎氏（日新小教諭）ほか／申込み
は５月15日（木）・16日（金）午前９時～
午後４時半に、電話で当セン

ターへ

　・社会福祉協議会 ３３４・３０４０

　・保健福祉人材育成セン
ター　３６６・５６１１

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　５月27日（火）午後１時半～３時半　
中央文化セン

ター／対象は市民／先着30人／
無料／内容は病気の話「高齢者に多い
肺の病気の話」…講師は梅田義彦氏（医
師）、福祉の話「福祉の考え方」／協力は
府中市医師会／申込み・問合せは社会
福祉協議会へ
■訪問介護員養成研修（２級課程）
　６月16日（月）から９月26日（金）（全
26回）　６階会議室ほか／対象は全回
出席でき、市内で訪問介護員（ホームヘ
ルパー）などとして働くことを希望す
る方／定員40人（選考）／費用33085円
（テキスト代・実習費含む）／申込みは
５月21日（水）・22日（木）に、決められた
用紙（保健福祉人材育成セン

ター、市役所１階
地域福祉推進課に用意）で、当セン

ターへ／申
込み時に簡単な面接を実施／問合せは
当セン
ターへ
■ボランティア団体等福祉活動助成金
　対象は１年以上活動実績があり、ほ
かの助成を受けていないＮＰＯ法人を
含む市内の福祉活動団体／助成額の上
限はボランティア団体３万円、ＮＰＯ
法人５万円／申込みは５月12日（月）か
ら６月13日（金）に、決められた用紙（府
中ボランティアセン

ターに用意）に必要書類
を添えて、当セン

ターへ／審査後、予算の範囲
内で助成団体を決定／問合せは当セン

ターへ

５月20日（火）オープン
シルバー人材センター「ふ
れあいショップゆうゆう」

　５月20日（火）に、シルバー人材セン
ター「ふれあいショップゆうゆう」が
オープンします。
　シルバー人材センター事業の紹介・
高齢者の就労相談などや洋服などのリ
フォーム・手工芸品の販売をします。
　ぜひ、ご利用ください。
▽営業日時　月曜から土曜日の午前10
時～午後７時
▽場所 晴見町商店街（晴見町１の27）
▽問合せ シルバー人材セン

ター（３６６・２
３２２）

講座名 日程 全回数

続・カラーセラピー
の世界をのぞいてみ
よう

６月26日、７
月３日（木） ２

源氏物語への誘い～
その全貌早わかり

６月10日・17
日・24日（火） ３

※時間は、いずれも午前10時～11時50分。

　大正・昭和に活躍した竹久夢二や川上澄生、前川
千帆などが、自由な発想で自ら描き、彫り、刷った、
創作版画とよばれるユニークであたたかみのある
木版画を紹介します。
　木版画ならではの柔らかでとても優しい世界を
この機会にお楽しみください。
　問合せは、府中市美術館（３３６・３３７１）へ。

▽日程 ５月17日（土）から６月29日
（日）
▽時間 午前10時～午後５時（入場
は午後４時半まで）
▽休館日 毎週月曜日

▽観覧料 一般300（240）円、高校・大
学生150（120）円、小・中学生70（50）円
／（　）内は20人以上の団体割引／未
就学児、障害者手帳などをお持ちの
方は無料／市内の小・中学生は「学び
のパスポート」をご利用ください

▲ 

川
上
澄
生「
水
兵
」

（
昭
和
３
年
）

ゆゆかかいいなな木木版版画画
～その、柔らかな微笑み

府中市
美術館
企画展

　２月18日から24日に、中国重慶市
で開催された東アジア女子サッカー
選手権決勝大会に日本代表選手とし
て出場し、見事優勝の栄冠に輝いた
澤　穂希さん（新町在住）に、「市民ス
ポーツ栄誉賞」を贈呈しました。
　澤さんは、「なでしこジャパン」の
愛称で親しまれているサッカー女子
日本代表チームの中心選手として活
躍し、大会では最優秀選手に選ばれ
ました。
　今年８月に開催される北京オリン
ピックの出場を決めている「なでし
こジャパン」について澤さんは「代表

選手に選ばれることになったら、
期待に応えられるよう頑張りま
す」と力強く語ってくれました。

▲北京への意気込みを語る澤さん

市民スポーツ栄誉賞を贈呈

▲ 開発好明「発泡苑 in Winterthur」
（2007年）

　「広報ふちゅう」「ふちゅう市議
会だより」をより多くの方にご覧
いただくため、これまでの新聞折
込みに加え、７月から希望配布を
開始します。
▽開始時期
○広報ふちゅう　７月１日号から
／毎月15日までの申込み分を、翌
月１日号から配布
○ふちゅう市議会だより　７月発
行号から／毎月15日までの申込
み分を、翌月以降の発行号から配
布
▽申込み はがきに住所、氏名、電
話番号を記入して、〒183－8703
政策総務部広報課「希望配布」係へ
／ＦＡＸ（３６１・８２８８）可
▽問合せ 広報課広報担当（３３
５・４０１９）

「広報ふちゅう」「広報ふちゅう」
「ふちゅう市議会だより」「ふちゅう市議会だより」

の希望配布を開始の希望配布を開始

「広報ふちゅう」
「ふちゅう市議会だより」

の希望配布を開始

関 連 企 画
■ワークショップ「みんなでつく
る木版画」
　５月18日、６月１日・15日（日）午
後２時～４時　企画展示ロビー／
無料（企画展観覧料が別に必要）／
講師は風間サチコ氏（美術作家）
■現代影絵人形劇「とべないホタ
ル～蛍がみた夢」
　６月８日（日）午後２時　講座室
／無料／出演は劇団みんわ座

▲

稲
垣
和
雄「
深
夜
」（
昭
和
25
年
）

7月から


